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相原古墳群琵掘調査につづいて、秋冒この久戸古墳群の調査に入りました．

東郷 •Ill熊の平野を見おろすこの久戸の丘に、当初予測もしなかった遺構が続

，，とあらわれました．

現地見学会や報告会が何度かもたれました．

多くの町民の方々が調査に参加下さいました．

有名な東繹•田熊遺跡を．釣Jil をはさんで対置しているこの久戸古墳群は、一

部研究者の間で、おそらく学術上貴重な調査になるのではないかと推測されてい

ましたが、文字通り．横穴をはじめ、様々な遺構、多様な出土品が出てまいりま

した．

古代宗像の解明について、これらの調査結果は、多くの資料を提供したとみて

います。

この調査にあたって．調査主任の高田一弘氏や酒井仁夫氏をはじめ県文化課の

方々には大変なご苦労をおかけしました。

また．相原占墳蘇調査以来の地元の方々には大変お世話になりました．

発掘調査が円滑に、しかも効果的に進捗したのは、ひとえに．直接亮掘にたず

さわった地元の方々の熱意と創意とヒューマンな人格1こうらうちされた．すぐれ

たチーム・ワークだったと思います．

ここに深甚の感謝を申しあげます。

この書が、多くの方々の学習や研究の参考に供することができますよう念願い

たします。

昭和臼年 3月31日

宗働町敏育書員会

敷青長竹原： 藻
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例 言

I. このIll告書は宗像町内士地区画霊理事業に伴って破蠣される予定の古墳群について実施し

た発掘調査の結果輯告である．

2. 調査は昭和53年度に国庫補助を受けて宗縁町教育雲員会が実施し、福閾県敦育委員会の援

助を得た．

3. 遺物豊理の指導については九州歴史資料館の襴田襲章氏及び編1111111教育委員会の岩瀬正信

氏に願った．

,. 掲載した写真のうち図版1-,-u-11は九州歴史資料館の石丸洋氏が｀他の遺構写真Ii

酒井が撮影した。遣物写真は石丸氏の指導のもと．閾紀久夫、績田次郎、平島美代子3君が

撮影した。

5. 掲戴した地形及び遺構図は高田一弘氏津崎弘信、中JII研治.llil博晃君が実綱し、津峰君

と芦犀照子・平田賽美君が浄書した．遺物は石山・酒井と中野恵子君が実潤して整図した．

6. 11~10は石山勲が執筆 L. 他Ii酒井が執筆編集した．
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ー 調査の経過

昭和53年初頭宗像町大字河東字久戸 I,舷9の山林が地元組合による土地区面璽環事稟によっ

て造成される事となり．造成計繭は日本開発抹式会社及び大成蘊設棒式会社によって立案され

つつあった． 

． 発掘調査は宗像町の国庫補助事業として昭和認年11月13日から翌a年1月31日まで実施し、

その後、図面及び遺物整理作業を行った．

調査関係者は次の通りである．

'( 総 話 宗像町教育委員会 敦育長

社会敦青諷長

次

清

弘（躙査主任）

宮小路賀

主任技輝 酒井仁

なお、発掘調査に当っては大成鴫設株式会社、日本開甍株式会社の擾助を受け｀また地元各

方面の方々の多大な鶴力をいただき、 Pl滑な作業を進めることができた。

庶務会計

綱査担当

調査指導

社会育係長

社会敏青主事

高

冨鯛県敦育委員会

II 

. ( 

｀ 

文ヤ囀潤盲は瓜

田

竹

吉

牧

尾

厚

田

田

山

位置と環境（第1• 2図．

昭

儀

瑣

生

宏

夫

図版4)

宗懺町内の理臓文化財の概観については先に宗懺町文化財躙査織告書第1集に記した通りで

ある．

久戸古墳群IOi肩の東露古墳群と釣JI[を挑んで対綺し．相原古墳癖の甫頁約,.... に位置する．

古墳ののる丘寵は東から入り込む谷によって南北に隔てられている。その南半丘慶が今回のIll

査対象地である。 4号墳が最も高所に位置し．榛墓 54.olSmである。 111北頁面は急傾斜をなし、

酉Illへ1え鯛査区外の震高62mの最高位点まで纏やかに伸びている．この丘籠の羨い属青状輪鶴

に古墳が点在している。

北丘綾は植林造成によって讀薦を削平されている。そのIll斜面には,,ヽ 円墳徽基が認められ｀

その下方斜面にはさらに横穴騨が所在する．昭和臼年度に発編寓査を予定している古墳群であ

る．
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田調査の内容（付図1,図版4)

調査によって検出した古墳は13基で、値に小竪穴式石室2基．石棺1基、石葦土址l基であ

る。各古墳の内翻主体はパラエティーがあり＂竪穴系欄口式石室 5、横穴3、箱式石棺2.劉

竹木棺l、特殊組合せ木棺,.木蓋土坑lである。なお竪穴系讀口式石室2の玄室内部には彩

色が認められた．

1. 第 1号墳（第3~6図．図版5・6)

I. 位置と現況

躙脊区西蝙の道路法面に接し、狭い鞍繹西罐に位置する中央に盗握9こよる陥没坑がある。標

高 48.07mを最高所とするが．古墳とみかけられるほどの墳丘も流出して残していなかった．

2. 墳丘'"''図）
ほとんど流出しさ,.南百斜面鯛でやや厚く残しているものの、北東及び南東側では地山豊

形によって喝十節囲を知りうるのみである。そのことによって．径8mの墳丘を持っていたと

推定され、北東の山1111こ周溝をめぐらしたと思われる．

.. 主体部'"''図．図版6-ll

N-:rf-Wの略北西に謂日し．尾根織に直交する竪穴系横口式石室を主体翻とする．石材は北

東側肇下部と閉塞石一部を残すのみで．他は全て抜き取られていた。北東壁と石材抜き痕によ

って玄室内法は約2.l5X0.8mであったと推定される。煎巾はやや彼くなろう。 1111璧は板状石

を立てて腰石とし.Jcに横積み石を翠している．床面は前庭部より一段低く、平坦である．精

庭部との仕切9石は床面を撼り込んで板状石を立てて用いている．

前庭部は床面平坦で.111璧の玄室寄りは小纏を用いて1l撞している．

閉塞石は板石一枚と補材が残っていた。
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霧●● 第1号墳土層廠面図（纏尺l/100) ↑
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.. 出土遺物

玄室内壇土中から須恵器片と鉄鏃が出土した。

鹸鰭（第5図l

定角式平根鎌である．刃郎最大刃は 3.6-•. 匹で、断ilili編平なレンズ状である．茎の位

置"深い銹に櫨われて正纏には知り得ないが、矢柄木繹，，残存部によっておおよそ図，，ように

考えた．

” ••• 鱒1号墳ltt+_... , 纏尺1/2)
須●● （第6図）

壼口縁郎綱片である。凸帯の養はII!<.ロ唇部は内傾して、綱くのびる。
5. まとめ

墳丘は径約●mの円墳で丘蒙鞍繹山11を切廠している．

石室は襲長な玄室ともち.ill!庭謳から一段低9ヽ 床面をもっている．古いタ

イブの竪穴系横口式石室である．

出土遣物中の蒙鏃は平楊式のみで、長頸鐵を含まない。須恵器片の塑式か

らみても5世紀後半のものと考えられる．

フ
f I'"' 
霧●● 第1号

墳士賓憲It
宴瀾國

（纏尺1/3)

'‘
 
． 

(
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ヽ

2. 第 2 号墳（第7~1幽．図阪5• 6) 

I. 立地と現況

1号墳の北東に遍績して丘麿蒙鶴1こ占嬉している。蠣高 49.34mを最高所としている．墳夏

2. 

鐸には盗編による降没絋が大きくあいている．

墳丘（鷺●園）

1号墳と同羅墳士を丘贖斜繭下方に多く譴失し．見かけは径l2mほどの籠題がふくれている

L L 
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 ~ 芦~~~二

露●置第2号嘱土層断面図（纏尺1/100)
t.. t" 

しかし各トレンチの最下層盛土と地山整形の編囲からみて径.....の円墳であったと思われる．

北東側の丘尾を切断している．墳丘築成1こついて得られた知見は極く隕られたもののみであっ

た．

3. 主体部（第1図．図隈6)

S-53'-Wの略向四方日に尾根練と平行に1111ロする竪穴系慣口式石室を主体部とする．但し

石材は完全に抜き去られている．石材抜き痕からみれば．玄室内法は約 2.5Xl.Omで賽長な

、_)•.iふ
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●●● 第2号墳川十＂鐵育圃 fffl(纏尺l/2!

C 



．
 

｀ 

｀
 
，
 

石室であったと帷定される．床iliili臭璧側に餓斜している．

掘り方は底ilii中央で 2.9Xl.74mの長方形を呈し．最深郎で渫さ Umあ

る• 颯り方飢面中央に長さ I.Smの挟く短い墓道が取り付き、地山を斜めに

2段切り込んで作られている．

.. 出士遺物

墳丘内から須恵器片が、玄室埋土中から....織と鉄J)が出土した．

鹸攀（第9図）

平根式 (1-6) と細根式 (7-14)があり、いづれも箆被を持つ。平根

式の鏃のうら腸袂をもつ定角式のものと腸快のない定角式と国示しなかった

が撓葉式のものとがある．箆被Ii儡平で短い。織桟式の鎌は片刃斧箭式と柳

葉式がある。片刃斧箭式はいづれも膿袂を持ちヽlヽ形品 (7-9)と大形品閲

があな全長を知りうるものはないが. 7の箆被部長は10.b、茎長は 12.

57mであが全長は2血を越十ものと思われる。 91が片ガ柳葉人で、鏃身罐

から箆被端まで11.0<胃あ凡全長,m~を越すと思われる．

鹸刀（繋l暉．図版24)

. ( 

大小2振が出土した。いづれも跛損が甚しく全長を知9うるものではない。

1は切先と茎部中間を欠失している。推定される刃部長は,.__である。刃

部巾""'部近くは 4.ik富．切先近くで 3.0ooである。茎部は端部有段である．

2は編身の,,、JJである。全長は不明である。刃郎巾は一定して 2.3",である．

切先は鋒部も僅かに彎曲する。

須●● （第11図）

丸味をもったカーブを持つ．外

面を粗い布●圧痕状の叩きを篇し

上に数条の沈線を引いており縄度

紋9こ類似する。さらに下部には糎

い方形刻みの叩きを施している．

内面はス 9消し調整である。焼成

は歎質で．淡青灰色を呈している．

胎土は密である。甕の底部付近の

蔽であろう．

''・・・ ＇ゞ令):ぬ；•. .・、●
;： .• •••• . 
. ,, 
. • .. ・r妾必．

••ii<" 
. ....、^綿
I I . 

纏11● 第2号墳出土須恵壁寅潤図
（編尺1/3)

●Iー・2号墳柑十鱒Jl実瓢図（編尺1/Sl ►
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5. まとめ

墳丘は径約 9mの円墳で、丘墳駿郎の山鯛を切断している．石室は鋏長な竪穴系憤口式石室

であったと思われる．

出土した須恵器甕片は特殊な叩きが篇されており．胎土．焼成からみて輸入冑質土器かと思

われる。 1号墳と同檬5慨紀緩半のものと考えられる．

3. 第3号墳（第12-15図，図版 7)

I. 立地と現況

4号墳の南に接し、あたかも 4号墳の張り出し椰の様相を呈した郎分があり・トレンチを掘

9下げた結果．孜立した一つの古墳であると判明した。丘慶轍綿からやや東斜面にかかる位置

にある．

2. 墳丘（第12111) 隋 北

径 6.8mの小円墳であり、墳

丘背後の丘陵蒙郵にかけて巾 2

.6m劇養の馬鶴状溝が掘られて

— .. いる．北鱒トレンチにおいても

巾狭な周壽が認められ.4号墳

丘濾土と思われる土層を切って

いる。

t 
纏立量l箋3号墳士層鰤面図""尺1/100)

... 
墳斤噛＋は単綽層をなし、主

什欝網削の余土を単に運び上げたのみだと思われる．

3. 主体部（鱒n図．園貰7)
S-4$-Eの南東に1!11ロする槙穴を主体とする。玄室・義道と墓道よりなる．

玄室は長さ l.如．巾......の内法で、奥豊は直縁的で、傭豊との111は明靡な穣をなすのに

対し．腑壁Ii丸くカープする．崩纏が奢しいので天井郷の形状は不明である．但し、寓さは玄

円狐残．池山上面レペルを考慮すれば、 ..... 以上は考え●い．

義道は床面高お'"・ 巾認'"・ 方形孔が長さ....にわたってあけられ、入口に高さ l.lmの蘭

面畳を削り出している．

墓道は 4.5m分検出した．崩鋼は鯖広がりになる。また玄l'I鵬でも巾を1.13mと広げ．饒Ill

蠍に嶋山を111つている．

閉纂石は轟積みで．玄l'Iに攘した外傭の床面を若干編り下げた上に積まれていた。
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.. 出土遺物

崖道からと墳丘中から須患器が．玄室から鉄JJが出土した．

""'第14國．図陵24)
玄室床面中央に奥璧と平行に置かれていた．完形品であったが．調査期

間峙に切先を紛失した．措定全長 111.紅．刃郎長印．加の長JJであり、 t 
直JJである．巾は関部近くで·~-刀部中端よりしだいに巾を誡じる．厚

さは閣部9ー・ 切先近くで1一である．茎は巾をほぼ一定させ、蟷部平坦

i"' 

である..釘孔は2孔、間距纏は心心12.bである。

須患鑓 9第1雌り）

ltt墓道出土のJJtである.Q縁綿は短

く内傾し．端部は尖る．扁球胴で肩が張

る．胴部下半から底郎1こかけては細かな

停止ヘラ削りを施している．硬質で、胎

土中は僅か小砂粒を含む程度で良質であ

る．口径 6.4<事．最大径ll.7m、器高•

・年。 2は甕口縁片である。 1号墳出土

例に類似するが口唇部は太く丸味をもっ

71 
て立つ。

5. まとめ

墳丘をもつ横穴という点で8号、 13号墳と共通する。墳丘径は約 6.8m

である。背後の丘壁杖輝9こ馬蹄形濤を縁っていを同様の例は行橋市竹並

遣及び山口県山口市朝田 1号墳9こみられる．. .. 
主体部の111t穴9士玄室と短い羨道・玄室近くが広がる墓道よりなる。鴫入

らねばならない低く狭い羨道は竪穴系績口式石室の古いクイプを思わせる

ものがある。なお天井郷の形状は貫綿の尖る Fーム式と思われる．

墓道より出土した増は胴下部から底謡9こかけて広く停止ヘラ削りをした

調整法は古様相を想わせるが．全体のプロポーションは6世紀中葉以菌の

ものとは考えられず、追葬時の葬品であろう。墳丘より出土した甕口縁郷

小片は 1号墳出土例よりは丸昧を帯びてきており．新しいものと考えられ

る．よって当古墳は6世紀初頭に纂成され、 6世紀中葉まで使用されたも

のと思う．

濠 竹菫遭薯鵬査会 9竹萱遭籐」,.,.

豪峯山n累霞冑魯員会「朝田墳曝孵I 心遺鯵,..,.

露l翼昌 蜻3号墳出士項亨弄実躙図l

（罐尺J/3)
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4. 第4号墳（第J6~181ill會 1il1版8)

,'` ｀
 

I. 立地と現祝

丘陵中の最高所骸郎に位置する．また丘陵の西半では最も広,.中心的な位置に当る．墳JJII士

盗掘を受けて陥没しており，棟高臼_.,.,を最高所とする．

2. 墳丘．（第16図）

墳丘の藁成はまず地割内の表上を剥ぎ、尾山の削り出しによって周溝を作り出している。規

模は削り出し郎まで含わて長径17.Sm、短径16.Smの円墳である．

盛り土"礫混りの地山頴削土ピ用いており、現状では周囲の絹面に流出し、周濤をも被って

いる. 3号墳周溝le切られていた土層はこの流土であろう。版築等の楓部は不明である．なお

墳丘下より石棺l基が検出これた．

セ竺二 ， 

＝ ー、=
一三＝

噸

北

心•

鯖,..,第4号績土層断面図（編尺1/100)

. ( 

3. 主体部（第1競蜀

主体郎"箱式石棺である．墓地は上面楕円形の二段撼りである．石棺床面から墓坑上面まで

は l.Omあり．充分に董材と被える深さがある．

棺材は側壁2石の下縁を喪すのみであり、荒●しい盗掘の様が想われる。石材抜き痕によっ

てみるならば、棺材9よヽ］ヽU坂を挟み込む組み合せをしており．内法は推定 1.8X0.5mである．

4. 

残された棺材の厚さは約,~であり、決して大きいとはいえない．

出土遺物 9第t逗）

墳丘中の下層石棺直上から 1点の須恵器片が検出された。当古墳

に伴うものとは考えられず、後世の攪乱による混入と当然考えられ

る。平瓶と思われる．胴部下半に徽段にわたってカキ●調整がみら

れる．

0
3
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第4号墳出土
須恵醤実圃図
｛纏尺1/3)
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5. まとめ

調査区内最高所に占埠する長経17.Sm.娠径16.0mの円墳である．周Illを竜偏をのぞいてめ

ぐらし、中央に二段翻り墓l1l:を穿っている。墓地の深さは 1.0虞あり.as体鑢の籍式石棺董材
まで充分被える深さであが盛土は四周に流失していたまた阪纂等の繍部については檎出し

得なかった．

主体部の籍式石棺は立掘1こ会い破膿されていた。内法は l.8X0.5m樫度であろう。

検出された唯一の遭物は墳丘中出土の須恵器片のみである．

箱式石棺を内部主体とする円墳では近くに津屋崎町奴山5号填がある。削り出し錦を含めて． 
径 mの大円墳であり・'世紀煎葉と考えられている。また玄濤町上高宮古墳し同峙躙のも，，と

蝙

考えられている。

また3号墳との切り合い関係から考慮しても5濫紀代以飼ということは首肯され、占織等か

らみても当古墳輝中最古の 4世紀末に比定できよう・

崇 畢鼠印1履冑委員会 9餃山 5号墳」,.,.

※崇鼻田貪次繹 h;馨と土露古墳と副欝品』『遍胃県史鴫名鴫天●記念物舅査纏告書n』,.,.

（
 

5. 第5号墳（第20---21図，國版9)

I. 立地と現況

4号墳に近接した東方で、東西方向に伸びる丘陵の蒙い鞍絋上に占嶋している。見かけ110)

-租の高まりをもっており、頂部は平坦であった。標高 47.ぉ霞を最高所とする。

2. 墳丘（第1嘩）

南北に急斜iiiを控え、墳土の大半は流失し去り｀極＜簿い盛土を残すのみであった．墳丘纂

成に際して地山整形をしており、標高上位の酉方に11巾 l.◄mの周濤を、南方には同巾の平坦

面をしつらえていが復元される墳丘経は約8mである．

3. 主体部

（第公源L図順●1 

N-86'-Eの略東酉

方向に主軸をもつ土泣

墓である．地山を約潤

、観り謳め,..―円捐9

，，．繊り方上蝙は2.1●

X 1. 年の長方形、憾

廟 北

~ 戸
'゚' 鐵...第5号墳十■liiilO渾尺1/100) r
 

と
＇ 
一↓



" 
内法は 1.;x0.3,,, の

隅丸長方彫である。調

査中に一切の石材は見

当らず．木蓋土坑であ

., たと思われる．

4. 出土遺物

（第21図）
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纂2閲国 第5号墳主体縁実瀾図 9縮尺1/..Cり

棺内酉隅床配・ら刀子片が出土した。 lは細身で刃部巾...一である。 2はやや太く．刃部

巾が13.5•あ,.茎部に柄木質を残している．

5. まとめ

径8mの円墳で山鐸1こ層濤をしつらえている。主体部は二段掘9木蓋土域墓である．

時謂については特定すぺき理由はなく．少くとも単狡葬古墳という観点から 6世紀中葉より

下るものでばないといえるのみである．

6. 第6号墳（第22~26臨図版10)

1. 立地と現況．

5号墳の位置から隋西ー北東方向の尾恨線へと転じ、当古墳の位置から南へ向う小尾橙が派

,, 

・ヽ(
4
 

北
． 

- 隋

~ 

'-
.~ ―-● 

｀ 
O
t
 

t" 
壽匹第6号墳土眉断面図（縮尺l/100)

• •••— 

" 



。
17 

、=~
¥ / _______) ... ~ wi 

， ｛ 

H

↓
⇒
 

11 

口
. ( ／ 

I 
■Ii憬|

,. 

算6号墳主体郎実欄図（編尺1/船）

i
l
t
!
:
'
：＇！

,1;-

一



L 

18 

出する．この二つの尾根分岐点の鞍部はやや広がり、その中央に●号墳が占地する• 最高所の

謙高I>47.50mで、墳頂には盗掘による陥没地がある．

2. 墳丘 9第ね図）

墳丘纂成1こ醗しての旭山整形は表士を剥ぎ取る畠度の地割が行われていも墓址掘欝Jの余土

をこの地割内J1l縁に盛,.主体部埋置後にJll縁盛土内1111を理，，、さらに上部を盛り上げるとい

53段階のエ径が看取されが西1111の丘陵鞍部は切爾されていたと思われる。

墳"'径17.5mの円墳である．

3. 主体部（第蕊図．國阪l●)

N-55~Wの略南西方向 1こ主軸をもつ箱式石棺である．二段111,墓砿の上面は 5.9X3.06m

の隅丸長方形である．棺材"'葦石2枚が盗掘1こ朦して遺稟されていた也まったくなく、床面1こ

小口板抜き痕を認めるのみである．その痕疇からみるに棺内法は約3.15X0.65mの長方形であ

ったと推定されも墓紘の深さは 1.3mあり、蓋石を充分埋納できる深さである．

.. 出土遣物

墓絋内より盗掘に際して持ち出され遺棄された甲胄矧板と鉄刀片汎墳丘内から土師器が出

±した．

竺正；：：江二＂口g~9 や
m. 厚さ 0ふコである．

露2遍第6号墳出土鉄刀実調図傭尺1/3)

三角楯書襴膚囀（第濾図1-18.図阪25-1)

II!板の葦片のみで、完形板はない。 1-rn,慶板で、巾は 2.S-'・""'である..・10は慶

板と三角板が綴じられている.10の三角飯は蝙瑯を欠損しているが、上辺9.7m.中央巾 3.8

ロと小さく．注目される.u・立の三角板は上辺が若干カープしており、押付板に撞する下匿

I_『

の地板かと思われる.13•141>胸.15は据、 16 は胸前. 17は脇下の各郎分であり.18は押付板 ( . 

である．

三角極鼻曇膏（第ー19•20)

カープから考えて冑の三角板と考えた．

土鰤暑（第四図．国康四

1・2は小形の手づくね土藝で底部は丸く、口縁部は直

立.,.る．内外面に指痕が認められる。 31が増で、屈糟胴郷

と長い口縁郷をもっ.Q縁繹は外傾したのち鑑かに立ち、

蟷鶴近くで再び外彎する。外画は鬱1毛目調整したのちヘラ

で研磨している．口径 8ぶ事、胴径9m,ill高・・"事であ

\J:I~ 

鱒ユ曝＇ 第6号繍れ＋十緬詈寛胄門
（纏尺1/3)
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る。胎土は精良である．

5. まとめ

4号墳と同じく箱式石棺を主体部とする円墳であり、墳丘径．石棺内法は4号墳より大きい．

出土した士鰤器と鉄器からみて 4 号墳とほぽ同期の 4 世紀末-•世紀節半の古墳と考えられる．

7. 第7号墳（第2:1-2幽．図版II)

1. 立地と現況

南に向け派出する小丘廣鞍綿の根元に位置し、 6号墳の南稟に接している。丘陵は北東から

膚東にかけてはかなりの傾斜をもって下がっている.u,ょ妬.!Omを最高所としている、＇
2. 墳丘（第27図）

自然傾斜の急な東側が特に墳丘の流失が著しい．東西で浅い周濤が認められ、南鰐1こ伸びて

いたと思われる。

( 

三 三 ,. 
鐵"圃

？ 
第1号墳土層翫函図（縮尺1/100)
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●鵡• 纂7号墳主付行宵瀾lffl(纏尺1/<0)
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3. 主体部（第磁..図阪U-2)

N-82~£ の略北東に主軸をもつ小形の割竹形木棺直葬である．星絋は二段掘りで、上面は

中央長3.65m、中央巾 1.1mの不整方形プランである。その中央1こ棺掘り方がある。棺底長,,

2.07mであを断面はU字形であるが、上開きしてお,.槽と掘り方の間には裏込めされてい

たと考えられる。床iii近くのカープを上部にも求めて復元するならば、外径約-の棺があっ

たものと推定される。蓋・身の合せ口は掘り方の中段平坦面に等しく、また棺上""掘り方上

iiiにほぼ等しい。
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4. 出士遺物

鵬満中から須恵器が出土したのみである．

須裏嘘 t第四図）

増と甕がある．埓は口縁部を欠損していも長く、外上方へ直線的に開く頸部と疎形胴輝を

もっ.111錦は中央から下はヘヲ削り調整．上部はカキ目調整を崖している• 最大嗣径はII.&戴。

甕は口縁郷が太く、外""こ三角凸帯をもっ．嬬部は外iiiが鋭く凸出するのに対し、内iiil1丸

味をもっている。 111部外面には11Jい平行叩きを施し、上にカキ目を若干細えている。内iiiの同

心、Pl叩きを螂分的にスリ消している。碩質である。口径四．＆露、最大胴径約15.&霞。

5. まとめ

主体郎1むI渭りながら割竹形木植という古式葬例を踏襲しているが、周溝中出土の須恵器を見

る隅り 6世紀煎半に属すると思われる．

8. 第8号墳（第30~33図．図即2)

I. 立地と現況

7号と 9号の閏の喪い霰部上に位置し、調査前も、それとはっきりわかる墳丘を持っていた．

墳頂舞は平坦で、檬高 44.Slmを最高所としていた。

2. 墳fi:111190図）

古墳築成1こ靡して最初に天井輝上にaxJ.5+aの平坦面を削り出している．その後に主体
郎を編剛し• その余土を天井郷上平坦面上に積んでいる。また、奥壁鱒には最大巾約 2.s,がり

馬障形満を掘っている．主体部掘削と溝掘剛のエ租上の舶後関係は明らかではない。墳丘は径

6.7mである．

3. 主体部（鯛"図．図顧ロー I)

s —ぷ—Wの略南西に開口する横穴である．

(_, 
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" 
玄室の9紅面はやや須んた隅丸方形で、中央部長2.15m,即bl.85mである。 11!1閾に掛水溝が

めぐっている。崩濠の度合が甚しいため側壁中部から天"部にかけての断面形状"明蹟ではな

ぃ．推定すれば、羨道部残存上函レベルが玄奎天井部レペルより高いはずがなく、床面面は最

低I,鉛 mとながまた側壁の残存部カープを床面から1.65mの高さまで結ぶと崩攘練端郎に接

し、 1.65mという高さは最高限度ともなる．ょって、憤断面形は中央の尖るドーム形であった

と想定される。玄門郎"中央ob47m、中央長""'で．高さは'"事である。床は玄室のそれより

若干高い。玄門部は一列の角礫をもって床面から天井まで閉塞されていた。皇道の床面は奥巾

如．中央9い＆あり、その後前面に開いて約4m伸びて崖面に至っている。

4. 出土遺物

主体部の玄室床面より耳環,,、奥壁劃周溝より須恵器,;

出土した．なお、周溝111土の須息器は当古墳の使用翔間を

示すものか否か．判然としない．

耳遭'"'ヤ団）

銀製である．細身大形で｀外径2.""である．
須恵繕（第四図）

高杯及び題である．轟杯身部

00  
。 •= 
鯖32園篤8号墳出土装身Jl吏劃巴

（縮尺2/3)

の1と脚部の2は同 1!1体と思

われる。立ち上りは直立し、 2 

．なの高さがある．蟷部は内傾

する平坦面をもつ。受部は小さ

く外上方に張る．脚郭11短く一

段長方形透しをもっ．裾部は短

＜端部は鋭く直立する。 2の聡

の口縁端部は部厚く．内窪みす

る面をもち．内稜は鋭い。頸部

は太く細かく．外面に櫛摘波状

文をめぐらしている．球体部は

やや肩が張り、櫛刺突文を一段

配している．

5. まとめ

主体部及び周溝の掘削土を玄室部上に盛り上げて墳丘を築成している．主体部は単室の横穴

で、玄室は横断面で先端の尖るドーム状を呈していたと考えられる．

玄室内出土の耳環は繹身の大形品で．後述する13号墳出土例と近似する。

三
ill,。

10an 

・四園 第8号墳出土須恵器実測図（編尺1/3}
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蕊

周溝中出土の須恵醤は5世紀代後半のものであるが、当古墳の使用時期を示すしのかどうか

疑点がある．

'( 

9. 第9号墳（第34~37図．囮版11~13)

L 立地と現況

7• 8• 9号墳と並んで立地する小派生丘陵の南端に位置し．三面に急傾斜面がせまってい

る。標高心.85mを最高所とし．調査前においても．明諫なる墳丘が認められた．

北 甫

麟~
．
 

1"' 
鯛遍第9号墳士層翫面図 U畠尺1/100)
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2. 墳丘（第a図）

礫混り枯質土を盛った一層が認められた。墳丘北.,,尾根鞍郎を切Jlliし

て溝とめぐらしている。径約7mの円墳である。

3. 主体部 9震蕊図図阪12-21

主体郎は二段111,込みの墓地中に築かれている．棺は片,,ヽ ロに小膿が乱

積みされていた．反対9トロには長方形のピットがあり、羞綱に同謀な,Jヽ朧

が散乱しているところから．両9トロとも朧積みしていたと考えられる。し

かし憫壁の痕寄はまったくなく、木板ヵ•石飯を立てたかと恩われる．棺内

法は1.65X0.6mである。床iiiは西に傾斜している．

4. 出土遺物

棺床から小口に接して鏃と大刀が出土した（図版13).

鹸鱚（第匁図）

全て繹根式ぷある．刃部は柳葉式のもの (1• 3)と片刃斧iii式のも

の(2)とがあ,.いづれも鋭い腸袂をもっ．箆歓は断面長方形で太い．

＊刀（第m図．図版公ー 1・おー 9)

全長"""・ 刃部尺む｀直の直刀である。把頭主で一本作りであり、環体の

中に三葉をあらわした、いわゆる三薬讚である。レントゲン写真でみると

嘱部及び三薬の表裏に銀象嵌を薦している．

5. まとめ

墳丘規模は径1mと小さいが、特異な主体部をもっている。主体部は箱

; ::::・ 裏込めとして積まれたものかも 切IH「. I 
床面出士の直刀"銀象嵌された環部をも

e式の径頸m ぁり` 口， '1111 lr.. 目 ド！
i I 

• 『
，凸
. .,. 纂9号墳出土

鉄lJ実欄國

（編1/5)． 

つ優品である。鐵はL - -----

直刀と共に 5世紀中菓をさほど隔たらない

時期のものと考えられる．
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鱒葺曇 ●●号躙出 1針朧寅瀾配（纏尺1/2)
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10. 第10号墳（第38~心図，図版14)

I. 立地と現況

本墳は、第6号填と第12号墳との間の鞍謁のほぼ中央に位置しており．東接する第ll号墳よ

りも l~Zm高所にある．墳頂部の東北鯛に小さな降没があり、南西側据部が若干削られては

いるが・全体として墳丘•石室の遺存度は良好と思われた．

なお．南東側が彊り出して一見小型の前方後円墳のような外饒ととるが、これ氏第ll号墳

の周濤が尾根釘断ち切った結果に過ぎない。

2. 墳丘（葛随図）ヽ

・（ 遺存度は良好である.,. 表土は餘去されず、直接盛土されているが• 斜面にあたる南北阿鋼

の裾郎"若干則り出されているかに見えが盛土,,..,.,..... 程度が現存する。

北・ 南・東の裾部は．各々A·B•C とみられ. A・BOOは9.75mである．当初の墳丘経は

!Omと復元され、その中心はほぼ玄室奥壁中央にあたる．

北

A
 

冒 ,. 

. ( 三ー『西。
疇疇網第10号墳土凰断面図 9編尺1/100)

串
•

... 
3. 主体部（寡り・虹即

西に開口する全長 3.3mの竪穴系横口式石室である。北東側隅角部が破鯛されているものの

他の部分はほぽ完存する．本石室の特色は、後述する横口部の構造と同部の一石に描かれた文

様？とにある。

地山を穿った墓地は,3.1 X 2.Smの長方形プランを呈するとみられるが、 1.4mと深く．

かつ．地底が水平ではなく東＝臭壁霞が若干低いことが符懺的である。

奥壁ならびに爾傭壁は、基謳1こll<i を立て、以上を 6~7段にわたって,J•ロ積みしている。北

' ー一
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側賤では．各段がほぼ水平位となるように積

まれているが・南闘璧の各段は、績口郎寄りが

若千高く積み方も楕劣る• 奥壁は11ぽ直立十

るが、側壁,.若干内頗する。ただし、均斉で

はなく南璧の度合が積強い• 石材Ii玄武岩質

材が多用されているが．奥壁の順石を含めて

農岩(・ 印）も併用されている．

床面には膿が敷かれたが、攪乱を受けたた

めに南西側隅角部に露かに残るのみである．

本石室の特色は、横口部にある．酉欄細髯

壁の基郎'1、3段1こ石材が積まれてその高さ

は年1こし連し• 最上段の石材は続く羨道部

床面より！、若千高く．室の内外を画している．

この上には、さらに両鯛から各4段の石を突

出させて.11としての構成をとる。 11石の最

上段は側壁のそれと同高であり．これに直接

最先端の天井石がかけ渡されている．つまり

樺 9かけ渡されない点で他，，竪穴系憤口式

石室と変らないが．室の内外に明瞭な段差が

つくことが極めて特轟直りである。

天井石は4枚で、間畷には小石材をさ Lこ

み粘±で目張りしている．

檎口部に続いて．天井石がかけ渡されない

短簡な羨道部が設けられている．側璧1士．玄

室よりも若干巾が広く、ほぼ平行する．室内

と比較して、石材も小娠りで．積み方も粗く．

特に南壁のそれが著しい．

墓道Ii・西側墓絋壁を握9割ったもので．

先 1幻尾根筋の鞍部にではなく稽南に偏して

斜面に向っている，床面は．ほぼ木平である．

閉塞石は、ほぽ完存していた．下半は、 2

枚，，板を袖石にもたせかけ．土砂で裏ごめ

している．上綿は羨道側壁材と同大，，石材で

圃”霞第lO号墳石室平面実裏図（編尺 I/») ►
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塞く＇が．楓織との感を免れない。あるいは，上綿のみ閉墓石を外して追葬した結果とも考えら

れるが、断定し●い．

石室・墓道各部の計測●... 以下のとおりである．

玄

羨 墓

長 0.88~lm 3,8m 

（『

道

長

巾 0.96~lm 巾 l~1.5m 

玄室の周壁にほ．ほぼ全面にわたって春色顧斜が塗布されており｀床の一廊も赤く染ってい

た．ただし、袖石の羨道傭の外面には塗られていない．天井石の一郷にも顔料の痕疇が翼めら

れたが、全面に塗られたか否かは判然としない．なお｀後述する最下段の閉墓石の内面にも塗

布されている。

なお｀これらの赤色顔科は．石1こよっては緯あるいは円文状に残存しているために讐一時は

描かれた文様ではないかとの騒問が生じた。しかし｀以下の遵自により、これらの殆どは顧精

の遺存度が異なるためのもので、文攘ではないと判翫するにいたった。

①

②

 

・（

刀

辺

巾

室

中

道高

2-"'"' 
o. 応 0.99m,_,.,. 

横口郎

巾

高

小口以外のiiilこも顔料が鍮られている。

小口に残存する場合でも、その中央郷ではなく襲近くの蝙鶴に残存する楊合が多い．

けれども、単に顧科の残存度が具なった結果によるとは考えにくい｀文鑽？とも思えるもの

が少くとも 1ヵ所にある_,.__壁罵211t目の甫鱒石材の画に残る顧料がそれである。長さ

-直最大巾"""の平滑なiiiの向って左上に▼ 巾13-'2•0011の上鐸に突起をもつ 1 条のIll

彙する縁とも思える郎分がある。これ以外は、鶴分的に顔料の憲鶴•遍かに認められる養度で

ある．

.. 出土遺物

石室内は置底した攪乱を受けており、刀子2口分の董

片を採取した1ことどまる.2,.、甫壁沿から鋒を酉に向

けた状態で出土したが、厚位置を移動している。この鑢

．墓道堆積土中から須恵醤甕片1が出土した．

子（第1国）

0.51-0.55m 

0.85m 

ュコニコ
~ 
9 や
鯖!Ol匹土霞冒賓躙園

9纏尺J/Z)
岬 ■

11ふ鱚長..公鳴を欠き,Iii讀りが著しい・ 鴫巾は・-・ 茎員.....働の木賣が

残る。 2は、環存全長.....で．鋒と墓とを欠<- 1と同繊に研誡りが薯しく、躙鶴巾は・-
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須恵鰭（第心図）

甕のn頚郎の一錦のみが採取されて

いる。復元n径泣口、同頸瑯径15.""
で．郭分的に暗灰青色を呈して燒成は

墜緻．繍粒を若干含むものの、胎土は

良好．頸部は加飾されず、ナデ痕が著

＼
 

：：：：： 

ロ
しい． ’゚ ’’  

10= 

鰤切霧第10号墳出土須恵器実調図（縮尺1/3)

5. まとめ

石宣●造と葦代とについて

狭9卜な直方体の玄室空間と．欄石をもたない横口部-—ー前壁ならびに緬簡な羨道部は．いず

れも竪穴系績口式石室としての特徴を示す。室内外の段差が著しい横口部の構造は、憤穴式石

室導入渭にありがちな試行の結果であろう。墓址を深くすることによって．墳丘盛土作業にお

ける士砂運鑽の省力化は果されるが、反面、石室への墓道 "''通しの法面の緯持9こ鑓点を

生じる．天井石をかけ渡した羨道螂の構築によってこの問題Ii技術的には解決されるのである

が．本石室のように未発達な前壁と短fliな羨道111!しか構纂し得ない段階にあって...墓遵を斜

め上方に設定するか墓道を浅くすることによってこの矛眉の解消を図る例が多い。

本石室は、慣穴式石室としては古式に属するが、浅いながらも長い墓道を設"ている点で｀

竪穴系損口式石室としては若干後出的綴相を示すと思われる。従って、纂造綱の下限をほぽ6

世紀初頭に求めて良いと思われる．

文織？について

文様か否かさえ不明である。赤色顔料の塗布が、巾の広い嗣毛ではなくより編い筆状藝具で

行われたとすれば．その過程で戯れに一●の図文が撞かれた可籠性はある。さらに、最終的に

は塗り潰された1こしても．塗9ムラが生じ．これが顔料の遺存度が部分によって異なる妻因の

一つとなったとも考えられる． (]• 
ただし、これを加鏑を目的として描かれた文綴とすると少なからぬ疑同がある。まず．文檬

としての全形が不明であり．類例がない点が挙げられる．次に、奏壁には繍かれずに．外から

は見えない憤口饂基郊に描かれたことになり、装飾古墳の一般的な描画位置とは異なる．さら

には、当該趣域は6世紀後半代に比定される宗織郡玄漏町・桜京蔚方後円墳の1例があるもの

の、装飾古墳の分布の中枢から外れているだけに..世紀中葉とされる豊穂郭桂川町・王塚絢

方後円墳に先行する古式の装鰤古墳が営まれたとは考えにくい面がある。

従って言現時点では文議であるか否かについての逓翫をさけ．向簑の類例の増加をまつこと

、`ヽ

としたい．

ムー

_j 
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11. 第11号墳

I. 立地と現況

10号墳の西に接した尾桟鞍部にあり、尾楓は南北1こ急角度で菖ち込んでいる．標高 33.!lOm

を最高所としている。南欝の墳丘露部がやや乱れていたが、墳頂部には盗掘坑らしきものは現

表面ではみられなかった．

2. 墳丘（第.,図）

比較的良く残ってお,.径12.0mの円墳である。墳丘の纂成は地山整形した後．外周より盛

土を始めている。北欄及び東籠で浅い閾潰が認められた．

・, 
北 綱

三 □

―
 

（第心～妬図，図版 3• 16• 17) 

'1= 
第11号墳：土●断ii図（編尺1/100)

言

I"' 露,,.,

（` 

3. 主体部（第妬図I

N-104°-Wの略西に1111ロする墾穴系績口式石室である．奥豊圃天井石と●雙上鶴ヵ灌纏さ

れていた以外遣存度は良好である．

墓砿の探さは 1.3mあり、長方形ブランを呈すると思われる．

玄室プランは"t;!;.Ji.約 2.9m、左鯛長2.95m.右鯛長2.10m、臭巾1.32m、飢巾1.15mであ

る。左●壁が蘭へ張り出していも奥壁慶石は床面からの高され口の一石よりなる。なお、こ

の石は表面の剥霧郷分が多く．犠述する彩色が剥げ霧ちている。慶石の上には8段ヽ トロ讀みさ

れ．壁面は垂直に立っている。床面からの高さは1.12mで・天井石はないが、本来の寓さを止

めていると思われる。

●壁の塵石は奥壁鋼より順次9卜さくなる 6石を左右共用いている。壁面は直縁的に内順する

が．積み方の面諭えが楓<.00凸が甚しい。床面は奥璧鯛が下っている。

憤口繹""''""'・ 高さ1.冥mである。床画からの萬さが左右各..,,.. .. , .. の柱状石を立て

上に5石槙讀みして橿石を繋構していを蝙石は二殿よりなり、上慶の石が義道鄭鯛に凸出し

L ., 

」



名！

ている．

義道は左傭長-、右鋼畳邸-で．巾rt1.lmであり．玄室絢巾1こ等しい．石積みは玄室の

それに比して纏である．

墓道の中央長はl.!5mで、床面は前にせり上がっている。

天井石"枕状の•石残しており．同丈の石を用いればさらに•石必妻であり、本来は 8石績

後あったと思われる。

閉塞石は損口部床画上から三段績積みされ．その上に板状石を立てている。本来績積み石上

面まで外郎を埋土していたものと思われる．

玄宣の各壁面はほぽ全面的に赤色顧料が塗布されている。但し臭豊の蜻2段石下縁は賛に濃

い顔輯がみられ、意識的に直縁状に引いたものかと息われがまた右鐸壁の最奥第2殿目の石

iii中央には突起のある小円紋状の鯛所が3儡認められた（図辰3).

4. 出士遺物

石宣からガラス玉が出土した．墓道の埋土中より須恵器片が出土した．いづれもヽIヽ片で・全

器形を知りうるものはない。器種は甕•壼•醤台である．

ガラス31(舅嘩）

濃のヽト3iであ '7鯛出士した．径は.......7.0-で

ある．

纏璽讐（粛心園）

甕{!) 口唇饂はやや内窪みする平坦面をもつ。蝙鄭は

丸隊を書びている．口響輝下に 1条の巾広の凸書をめぐ

らしていふ内外面ヨコナデ躙聾である．

芝

｀ 
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-鵞11号墳序＋書曹冒寅鯛園（纏尺1/3)
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壼21 直口嚢である。器璧は厚く均ーである．蝙部は丸い外iiiはヨコナデ調整、内面は蝙

部下指押えし、頸部との接合郎付近にはヘラ状工具による削痕が認められを襲賣である．

醤台 (3• 4) 同一饂体の脚輝と鉢身躙と思われる．鯵部は二重凸帯下に液状紋を配して

いる．内面に自然釉が付着している．脚部は下段に三角透しを、上に方形透しを配している．

底!>24.b.

5. まとめ

狭い尾帳鞍鄭に立埠する径12.0.. の円墳である．主体郭の竪穴系横0式石室は橿石をもち、

I⑲よりは新式の作りである．

玄室内面には一面赤色Iii料が塗布されていたが.2鯛所あるいは童図的な文録とも思える鑢

分があり、 Iいれ墳と同棒な傾向をもっている。

12. 第12号墳

ヽ
~
~

1. 立地と現況

遺鯵最東嬬、最高所に位●する・広い裟部上に単猿に占亀していが最高所の欄高は 41.48

mである．墳JJIIこ盗欄による陥没坑があり、属囲は平坦である。見かけは径約”冨あり。甫酉

鱒に墳土の流出によると思われる彊り出しがみられた。

2. 墳丘（第咽J

墳丘部下の嶋山豊形は行っていない• 墳丘け蔓・蔓び扇讀の纏剛土による単綽層が儘かに残

っていた。閾溝内鯛の径は13.3mである。

3. 主体部（震“國，國翫18)

深さ I.Smの長方形墓砿中にS-15'-Wの略西に開口する竪穴系襖口式石室が纂かれている・

玄室の内法は中央長~.26m. 中央巾1.公mで巾広の長方形プランである。臭夏の・石は一枚石

で、上に水平を覺つように小口積みしている。鱒螢の慶石は左右各●枚の賽面平清な石を用い

ている．餌面に近い2石が小振りである。積み上げに霞して水平を保つよう童図したことは明

諫で書特に蘭鋼2石上の2段石列，，上面レペルは奥置欝駆b上面レベルに等しくされている。

三 I

（第47~49llil,図版18)

［三
o
b
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鯛... 舅12号墳這鰤繭園（籠沢l/100)
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.... 第12号墳石奎実欄図（編尺1/<0)
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お

北壁はやや倒れ込んでいるが、各璧共垂直に立ち、全体に直方体に近い構造となって9ヽ が高

さ 1.3m分が遺存している．

襴口部の巾は立室と等しい。 3段積まれており、本来の高さを残していると思われる。

羨道1が中央長-あり、 11J璧の石積みは玄室に比べて籍である．前壁は直立して、急角度の

前庭へと続いている．

.. 出土遺物

南西鋼の墳丘中からまとまった量の甕を中心とした須恵器片が出士した。但し器形を知9得

るものは僅かであり、意図的に破砕したものと思われる．

須裏繕（第4葺目．図涵'"

賎 (I• 2) 1i, 刊寺追である。残存部が少ないため不罐かではあるが、 1饂の子が付く

ものと推定される．接合111に径7一のlLを肩部に穿っている,Ill部はやや肩の張った扁疎で．

最大胴輝のやや上に 1 孔穿っている．胴郎に比して頸部の器壁"薄い• 最大胴径18.So,,醍質

で．胎•土し精製されている．

21之胴部楕円形で胴部上半の両鋼1こ粘士板を貼り付,,.その外周をヘラで切り落して形を整

繊
d
国
・
~

三 ＂
四
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鯖n霞 第12号墳出土須恵馨実潤図（纏尺1/3)
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ぇ．中に4条の平行銅線を引いている。羽撮を麦わしていよう．つまり当例は鳥形躊と思われ

る。頼部から口縁部にかけての器畳は薦く、段郎稜も鋭い. 1と同樟に硬質で、舶土も精駆さ

れている．

甕{31 P径，，割に薄手の頸輝と口縁部を持つ。水平に広がったn縁瑯の蟻部はややIllね上り直
下に凸帯をしつらえている.Ill郎内iiiは同心円叩きである．口縁繹の内外iiiと胴蒻外面には自

然釉が流れている。口径幻．汝凛。鰻質である．

s. まとめ
遺東嬬の最高所に独立tて占越しており、その事からも当古墳の優位性と時代性が伺われ

る．石室は直方体に近い構造を持ち．石積みはT寧で．＊平を保ちつつ積み上げている．

出土した須恵器のうちに特異な議2点を含んでおり、それらが意図的に破砕されて墳丘下に

埋められたと思える点• 墳墓に対する当時の意識を考える上で重璽である．

石室構造及び出土須恵器によって、当古墳"●僅紀簑半のものと考えられる，

13. 第13号墳（第50~55図．図版19•20•24)

I. 立地と現況

丘蒙中央藁から南に派出する支脈付近の南西傭隅斜面に位●する。縞する東西の斜面中にあ

ってこの部分のみ平坦面を有しており．トレンチ夷甑の結果．古墳であると判明した．

2. 墳丘（鄭双國）

山爛の北鋼から東鋼にかけて馬靡形の濤がめぐり、その内覺に慮土されている• 墳丘纂成は

外縁部から始められ、 ;,,;iH書は周縁が土手状になってから肇士している．

3. 主体部（鯖5l図）

S-7'-Eのほとんど真甫に開口する横穴である。玄室の内法は中央郎でl.41X2.30mの長

方形ブランを呈している。床面は奥鯛9こ傾斜している．壁面は天井輝を含め崩纏した鯛所もあ

東 西
(
f
 -・・ 

ー.

'b. i
 

一震13号墳土層賣画國（編尺1/100)
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重,.. 纂"号填主体墓貨瓢匿 （罐1'.1/'割
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るが、比較的良計な遺存状態で．下半の璧iiiでは削り痕し明瞭に残していた．

残存する璧線を延長して天井輝を複元...ると頂郎が尖るドーム形をなし．

床面からの高さは最高I.訟mとながまた同観所における雌山上面から天井

までの深さは約2mである．

羨郎の床面は玄室より-高くなり｀天井までの高さは'°"'となる。長

さは心口、請巾5な買であり、隅丸方形に開nする．
前の閉壕石は憤積みした柱状の石の上に板石を立て．その外側にさらに

角礫を積み上げている．

羨道部天井の如口上には奥行'°"'、口巾-の不整円形の菖があり．その

底面には灰が堆積し、壁が焼けていた。ここで火を焚いたことは疑いなく、

特殊な例だけに注目される．

墓道は全長 5.3mあり、奥巾IiI.Omあって請庭状に広が,.その後-

まで巾を狭めて．さらにまた広がっている．

.. 出土遺物（図版1.9・澱

玄室の床面から装身具と武器が3体の人骨に伴って埋葬時の状態を留めて

出士した。まず左臭隅には頭蓋があり．四肢骨の一部も残していた。右肩郎

付近に鉄鏃が螂高を奥へ向けて副葬されていた．床面中央部には耳環2鯛が

l:bの間隔で並んでおり．その付近から羨道111に約lmの長さで．黒色の腐

蝕土質がみられた．右壁鯛では下肢骨の一鶉が遺存しており、左脇に接して

大刀と鉄鎚多徽が副葬されていた。また床面からは士玉6鋼も出土している．

周溝中からは完形の聾l鯛が出±した．

糠身具（第52図）

耳霙 (1• 2) 

墳出土の銀讀に近似している．

士玉 (3~8)

編身の鋼饗耳環で曝径li2.7~ 2.&寓である。形態は8号. ( 
糞鱈

晒．か,.... の小玉である．

1~3 は平根｀他1士編帳式の長頸鎌安ある• lは特殊なAヽ

形品であるが、形態は1'1頭斧篇式で。箆被と茎の境はない・全長•-~事. 2 

鉄鑑（第5図）

00  
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算＂塵第 13号積出十葬零呈測図（縮尺 I/2) 

は柳葉形で．長い腸袂をもつ。箆

彼は断面長方形で太い。 311堆定

復元全長,u~あり,II箆111i:であ

る．細根式には 3種あり，•~•

は関無で、片丸造のもの,.,と両丸

造のもの (5~8) とがある．箆

被靖はいづれも広がっている。

全長は最短8の'""から最長の5

，，，loo, までまらまらである. 9. 

1011片刃斧綺式である。 9の刃郎

は繍身で鋭い腸扶をもつのに対し

血よ巾広く腸袂も浅い。 11• 121土

三角形式で、 1111片丸造.1211阿

丸造である。 12は全長18.公富あり

出土品中最長である．

鉄刀（第印図） 全長 llO.汝軍．

v
丁

C・ 

---

鯖5511 第13号墳出士須恵凹実瓢図（編尺1/4)
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刃部長""'ある大形の直刀である。刃郎巾は 3ふコ、鋒郎厚 7.5一で．中央靡がややふくらむ．

茎9よ罐部に段が付いて切り薄ち．目釘穴2孔がみられる．刀身と茎1こ木質が付着している．

須憲鬱'"'応図）

甕l点である．簿手で均豊のとれた作りである．口縁部は蟷孤が説く直立し、外iii蝙部下に

三角凸帯をめぐらしている．歓賞で茶褐色を呈している．器高34.な已口径幻．＆．．胴部掻33

.So, ゚

5. まとめ

墳丘簗成は外縁から始められ、±手状の外帯を作ってから内肩を盛土していを墳丘外縁の

山偏に馬蹄形濤がめぐっている。主体部の慣穴は比較的良く遺存しており、横断面は先纏の尖

るドームをなしていたと思われる。注●されるのは前iiiの貪である．この中で火を焚いていた

事は間違いない。

玄室内からは3体の人骨とその副葬品が埋葬時の状態のまま検出され、貴重な賣料を提供し

た。

玄室及び属濤から出土した遣物から当古墳1161lt紀初頭のものと考えられる．

14. 第 1 号竪穴式小石室（第56•57図．図版刃・ 21)

I. 立地と現況

東酉の丘陵高所を結ぶ寮い通廊鞍郷から 2基の小石室と石蓋士絋 1 基が検出されたが• I号

,1屯室はその中央に位●する。墳丘は持たない．

2. 主体部（鄭斌図）

2.03Xl. 絡mの隕丸方形墓絋中に纂かれている。内法は認x-である。慶石を立て.Jcに

9トロ積して、天井石3石を策している。積み方は粗緯℃ 控えの取り方も短い。

3. 出土遺物（蜘咽）

・（ 床面から5m浮いたレベルで鉄器が瓢葬されていた．

鋏刀111 全長24.9'・、刃部長17.8<富あり｀やや内反りしている．片閣である。茎には木質が付

着している．

鉄鏃 (2~4) 2は片刃斧箭陽袂式である．饒霰と茎の区分は不明瞭である．

15. 第2号竪穴式小石室（第56図，図阪幻・21)

1. 立地と現況

1号,,名室の東●に約5m離れて検出された．
2. 主体郎（欝""'
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“ 
約 2.3Xl.25mの不叢形墓砿中に纂かれた石室で．内法は 1.4X0.祁

mの長方形である。天井石は抜き取られていた。石積上げ法,u号と同
繹で、やはり粗織である。床面には小慶が敷かれている．

16. 箱式石棺墓（第59図．図郎!2)
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L 立地

2号,J-<i室の東側に約2.5m纏れて検出された．

2. 主体部（第団図）

l.05X 0-4mの隅丸長方形の素掘9土虻の上に4鱈の枕状天井石と繋

し、問を小礫で充填している。床面は凹面をなし

中央部の天井までの深さは'°"'である．

露鵠霞 籍式石棺出士鉄野寅賣圃（編尺 1/2) ►
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IV ま と め

、＼

調査によって検出した古墳は"基で• 他に竪大式,)、石室2墓、石棺l基、石蓋土址1基があ

る．各古墳の内郭主体はバラエティーがあり．竪穴系慣口式石室5、横穴3、箱式石棺2、割

竹木棺1,特珠帽l、木蓋土拡1である．

古墳群中で最も早く出現したのは箱式石棺を主体とする 4•• 号墳であったと思われる．古

墳の径は各々16.5mと17.5mで古墳群中最も大きい．

いづれも盗掘を受It.棺内も魔乱され、棺材さえ姦き取られていたが、 6号墳から出土した

鉄器中に三角栢革檸笥甲と同胄が含まれていた．この短甲は5世紀初めに流行した類である．

同時に出土した土鰤器増も｀最近の研究では4世紀末から5肱紀初頭と囀えられている．古墳

の築造もその頃と考えられる。 4号墳は出土遍物が皆撫であるが、丘陵中の最高所で、輪郎も

最も広い地を利用しており、 6号墳と同時期9ヽ やや遡る時期のものと考えられる。

なお石室土砿をもつ5号墳と割竹形木棺をもつ7号墳もこの時期に属する可能性がある．

次いで 9号墳が丘陵の南に派出する支脈蟷に築かれた．主体部は二段掘り込みの墓紘中に造

られている。棺は片ヽJヽロに小膿が乱積みされていた。反対,)ヽロには長方形のピットがあり崖鱒

に同様な小壽が散乱しているところから、両小口とも襲積みしていたと考えられる。倶し、こ

の纏積みは9トロの裏込めの可能性tある． しかL髯壁の痕疇はまったくなく．木板か石板を立

てたかと思われを棺床からヽトロに接して饂と大刀が出土した．鐵は全て長頸鐵で、中に腸挟

の鋭いものや、柳葉式のものを含んでいが大刀は三葉環であり．レントゲン写真でみると蠣

象嵌されている量品である．これら出士品から、当9号墳は5龍紀中葉のものと壽える．

第3段隋に竪穴系横口式石室を主体とする古墳が丘陵の東西jilj蝙に分かれて遣られている。

西Illの 1•2 号墳は墳丘径各々 8m と 9m と小さいのに対し、東愕の10-12号墳は墳丘径各々

10.0、12.0、13.3mと大きく、東西阿グルーブのもつ質的差を見せている。東11グループの3

基は石室構造と出土遺物から12→, .. → 11の築造順になり.,がが貴は5世紀懺半・"''引負は6世

紀初頭、 l1号墳は6世紀前葉と考えられる, lO•ll号墳の石室内部はほぼ全面にわたって赤色

顔料が塗布されている．”号墳は西11の短鯛壁寛2段目の石に上部に突起する一条の層幽する

線と思える部分がある。また11号墳奥壁第2段目の石下縁に一条の線が、南鋼壁最奥第2段目

の石面に小円紋が見え、あるいは文撮,.と思われる。

竪穴系横口式石室をもつ古墳からは前代に見られなかった須恵器が検出された。特に12号墳

墳丘に接した地山上からは子持醜と鳥首付譴が出土している。また軟質の冑質土器片が2号墳

から｀穎質の直口董・ロ縁片が11号墳から111土しているが• これらは金轟系の輸入士醤と考え

られる．
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第4段階に3・8・13号の槙穴を主体郎とする古墳が出現する。丘陵中央郎の支脈派111部コ

_.,. —南面のみに集中している．墳丘をもつ観穴の検出例は山口県山口市の朝田古墳群中に 1

例、行11!市竹並遺跡で2例あるが．今国3例を加えたことになる．玄室の残りの良い13号は慣

断jjjの天井が鋭るアーチ状をなし、 8号を復元しても同欅で竹並例と共通している,13号墳の

入口上の面には貪があり、その底面には灰が堆積し、焼けていた。ここで火を焚いたことは疑

いなく• 特殊な例だけに注目される。 3号と●号の墓道から出土した須恵器1れ置かであるが｀

611t紀初頭～中葉のものである。但し、 8号墳の綱濤から111土したlilと高杯はSit紀に遡るも

のであり、漫入なのか．古墳に伴うものか判断に苦しむところである．

fir! 刊醐いの各古墳の時期差と各時期ごとの主体繹型態差と占馳の差を慨述した．丘陵上の

最良地を利用した第1・2期が、第3綱1こなると東西阿端に分裂する2グルーブを作り、さら

に第4期になると 1債所に集中して当丘陵上での古墳は消滅する。今後．谷を挟んで北面する

丘陵を亮掘調査するが、 6世紀末から 1世紀の古墳群が予想され、今回調査分と合せて 9世紀

から 1世紀にわたる久戸古墳騨の全蓑が明らかにされると思う．

C . 
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墳 斤． 主 体 綿 ± 器 鹸
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齢算具

径 順溝 主輪（胃日）力位 型 露 綱恵饂 土蝉翡 ..土• 武
鰭代 傭 囀

工具 器 耳欄 玄

I ●, .. 北東 N31.W 甕穴嘉構日式石宣 聾 細 5111: 紀東

2 9.0 北東 s認・w 璽穴畢績n式石宣 賽 聾 鰍・大刀 5憧紀●

3 6.3 北ー北東 S 4S"E 鑽穴 賣・増 *n 6痘紀中藁

• 16.6 北員～膚買 N 58°W 籍式石檀 盪ヽ紀＊

5 8.0 .. N 86°E: ＊董土縫： 刀干 6盪紀中璽

6 17,& II N聞・w 籍式石糟 増手ずくね 大三刀●朽・••·•• 謝•·• 着位紀家

7 •. , 冑 N 82"E 割竹*" 甕・増 6懺紀繍半

． ,., 北稟 s -4がW 債穴 高杯・隧 あり 6賣紀中粛

． ,., 北 N 16°E ＊糟 細・*JJ 5籠紀中●

IO 10.0 N函W 墾穴系績口式石富 饗 刀子• ●●紀栂畢 彰紅富

II 12,0 北 N'ltl'E 墾穴系憤口式石虜 覺．．台 直n懺 ,. 叉 ＂と紀前● 駆色石宣

12 13.S 全属 sぼW 竪穴畢績u式石童 ● •ii S鷺紀●半

13 9.0 北～東 S 1• E 犠穴 ． 鰤・*7J あり 土玉 611紀中●

.. 奮I／ ／ J',I" 46"E 鐵・小刀

4碩 2／ ／ N 32'£ 

． 植／ ／ N認'E 細

●量士嬬 ／ ／ N 32"E 
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